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1. 概要 
本文書は、WebSAM SystemManager Ver5.2.1製品の利用者準備ガイダンスです。 

1.1. 文書識別 

［文書名］  WebSAM SystemManager Ver5.2.1 利用者準備ガイダンス 
［文書バージョン］ 1.07 
［作成日］  2008 年 09 月 25 日 
［作成者］  日本電気株式会社 
［TOE 名］  機能特定（WebSAM SystemManager） 
［TOE バージョン］ 5.2.1 
 
本 TOE は、「WebSAM SystemManager エージェント」、「WebSAM SystemManager マネージャ」、

及び「WebSAM SystemManager 監視端末」の総称です。 
TOE 内 で は 、 そ れ ぞ れ 「 WebSAM SystemManager Agent Version 5.2.1.0 」 、 「 WebSAM 
SystemManager Manager Version 5.2.1.0」、「WebSAM SystemManager Svc Version 5.2.1.0」と表記し

ています。 
 

1.2. 文書概要 

本文書は、WebSAM SystemManager Ver5.2.1 製品の利用者準備ガイダンスを記述しています。 

1.3. 参考資料 

・Common Criteria for Information Technology Security Evaluation 
 Part1: Introduction and general model Version 3.1 
・Common Criteria for Information Technology Security Evaluation 
 Part2: Security functional components Version 3.1 
・Common Criteria for Information Technology Security Evaluation 
 Part3: Security assurance components Version 3.1 
・情報技術セキュリティ評価のためのコモンクライテリアパート 1:  
概説と一般モデル 2006 年 9 月バージョン 3.1 改訂第 1 版 CCMB-2006-09-001 
平成 19 年 3 月翻訳第 1.2 版 
独立行政法人 情報処理推進機構セキュリティセンター 情報セキュリティ認証室 
・情報技術セキュリティ評価のためのコモンクライテリアパート 2:  
セキュリティ機能コンポーネント 2006 年 9 月バージョン 3.1 改訂第 1 版 CCMB-2006-09-002 
平成 19 年 3 月翻訳第 1.2 版 
独立行政法人 情報処理推進機構セキュリティセンター情報セキュリティ認証室 
・情報技術 セキュリティ評価のための コモンクライテリアパート 3:  
セキュリティ保証コンポーネント 2006 年 9 月バージョン 3.1 改訂第 1 版 CCMB-2006-09-003 
平成 19 年 3 月翻訳第 1.2 版 
独立行政法人 情報処理推進機構セキュリティセンター 情報セキュリティ認証室 
［ST］ WebSAM SystemManager Ver5.2.1 セキュリティターゲットVer1.10 
[AGD_OPE] WebSAM SystemManager Ver5.2.1 利用者操作ガイダンスVer1.08 
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[FSP] WebSAM SystemManager Ver5.2.1 機能仕様書Ver1.07 
・WebSAM Media Ver 6.0 リリースメモ 
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1.4. 用語 

本利用者準備ガイダンスで使用している用語・略語の意味を、表 1に示します。 
表 1 用語集 

用語 定義内容 
TOE Target of Evaluationの略、WebSAM SystemManagerのことである。

利用者 TOEの機能を利用し、業務を行なう人物。利用者は管理者とオペレータ

に大別される。

管理者 利用者の内、TOEの管理を行なう人物。

ビルトイン管理者 管理者の内、TOEのインストールを行う人物。TOEの全ての操作が可能

である。 
ユーザ情報管理者 ユーザ情報、グループ情報の追加、変更、削除、参照、および権限の変

更を行なう人物。 

オペレータ 利用者の内、TOEの機能を利用して監視業務を行う人物。

責任者 TOEに対し、直接操作は行わない。管理者、オペレータを任命する人

物。

監視サーバ TOEを構成するコンポーネントの内、WebSAM SystemManager マネー

ジャを配置したサーバ。TOEの扱う情報を蓄積、管理する。

監視対象サーバ TOEを構成するコンポーネントの内、WebSAM SystemManager エージェ

ントを配置したサーバ。構成情報、障害情報、性能情報を収集し、監視

サーバに送信する。

監視端末 TOEを構成するコンポーネントの内、WebSAM SystemManager 監視端

末を配置したクライアントPC。利用者にGUIを提供する。

構成情報 監視サーバを構成するOSやデバイス等の情報。

障害情報 監視サーバで発生した、ログ情報や、プロセス情報、Windowsサービス

情報、性能情報の内、障害と定義されている事象。

性能情報 監視サーバのCPU使用率や、メモリ使用量等、性能に関する情報。

オーディットログ TOEに対して利用者が行った操作履歴のログ。

ライセンス TOEの動作に必要な情報。TOE購入時に日本電気株式会社より発行さ

れる。 
ライセンスには、マネージャライセンスとエージェントライセンスの 2 種類

が存在する。 
マネージャライセンスが存在しない、もしくは不正な場合、TOEは使用で

きない。 
エージェントライセンスは、監視対象サーバの数だけ必要であり、エージ

ェントライセンス数を超過して監視対象サーバを接続することはできな

い。

コードワード ライセンスの登録に必要な情報。 
コードワードを登録しない場合、そのライセンスは 1 ヶ月間の期間限定で

有効。 
TOEにライセンスキーを登録する事により、コードワード申請コードが生

成される。このコードワード申請コードを日本電気株式会社に通知する事

により、コードワードが払い出される。
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用語 定義内容 
定義モード 監視端末の動作モードの１つ。主に管理者がTOEの管理を行なう時に利

用する。 
動作モードには、他に監視モードが存在する。監視端末を起動した直後

は、監視モードである。利用者はGUI操作により、定義モードに移行でき

る。 
TOE内で、定義モードで動作できるのは、１つの監視端末のみである。

監視モード 監視端末の動作モードの１つ。主にオペレータが監視業務を行うときに

利用する。 
動作モードには、他に監視モードが存在する。監視端末を起動した直後

は、監視モードである。

ユーザ 利用者を識別するための、TOE上の情報。 
通常、利用者毎にユーザを作成し、管理する。

グループ 権限を付与するための、TOE上の情報 
役割ごとにグループを作成し、該当するユーザを所属させる。

マウント ディスクをOSに認識させて、使用可能な状態にすること。
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2. TOE 受入方法 
本章では、TOE 配付物を安全に受入れる方法について説明します。 

2.1. TOE 配付物の確認方法 

TOE 配付物が正当であることを、以下に説明する方法により、確認を行います。 

2.1.1. TOE 配付物の構成確認 

TOE の配付物に、以下の一式が含まれていることを確認します。 
・WebSAM SystemManager Ver5.2.1 利用者準備ガイダンス(本書) 
・WebSAM SystemManager Ver5.2.1 利用者操作ガイダンス 
・構成品表 
・ソフトウェア使用権許諾契約書 
・ソフトウェア使用認定書 
・リリースメモ 
・コードワード申請用紙 
・PP/サポートサービスバンドル製品ご利用のお客様へ 
・ご提供させていただく PP・サポートサービスの内容 
・お客様登録用紙 
・WebSAM Media 6.0 Disk 

2.1.2. TOE バージョン番号の確認 

インストール後、OSに登録されたパッケージ名からTOEのバージョン番号を確認します。詳細な確認

手順は、4.1.4インストール後のTOEバージョン番号の確認 に後述します。 

2.1.3. 正式ライセンスの確認 

TOEが正式版であり、改ざんがおこなわれていないことを、 4.1.8 ライセンスの登録 にて、正しくライセ

ンスキーが登録できることより確認します。 
 



3. 運用環境準備 
本章では、TOE を設置する運用環境の準備について説明します。 

3.1. 運用環境要件 

TOE のインストールを行う運用環境に必要な、ハードウェア構成、ソフトウェア構成、および、その他の

条件について説明します。 

3.1.1. ハードウェア構成 

TOE は、監視サーバ、監視対象サーバ、監視端末上で稼働します。 
監視サーバと監視対象サーバの間、および監視サーバと監視端末の間は、TCP/IP ネットワークで接

続されます。 
1 台の監視サーバに複数台の監視対象サーバ、監視端末を接続することが可能です。 
監視サーバは、監視対象サーバから送付された構成情報、障害情報、性能情報を蓄積します。TOE
の利用者は監視端末から、監視サーバに蓄積された構成情報、障害情報、性能情報にアクセスしま

す。 
TOEのネットワーク構成を図 1に示します。 
 

監視サーバ

監視対象サーバ 監視端末

：情報の送信

：利用者からの
アクセス

：TOE稼働端末

① ② LAN

 
図 1 TOE のネットワーク構成 

 
図中の TOE 稼動端末枠で示した部分が、TOE の稼動範囲です。 
 
①：監視対象サーバは、構成情報、障害情報、性能情報を監視サーバに送信し、監視サーバに蓄積

します。 
②：利用者は監視端末から監視サーバに蓄積された情報にアクセスします。 
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TOE を運用する上で必要となるハードウェアの構成は、以下の通りとなります。 
 
１． 監視端末 
1-1. Windows 版 

本体 Express5800 シリーズ、PC/AT 互換機 
CPU PentiumⅢ 1GHz 以上 
メモリ 64MB 以上 
ハードディスク 100MB 以上 
LAN 100Mbps 以上 
  

２． 監視サーバ 
2-1. Windows 版 

本体 Express5800 シリーズ、PC/AT 互換機 
CPU PentiumⅢ 1GHz 以上 
メモリ 64MB 以上 
ハードディスク 1GB 以上 
LAN 100Mbps 以上 

2-2. HP-UX 版 
本体 NX7700i シリーズ 
メモリ 64MB 以上 
ハードディスク 1GB 以上 
LAN 100Mbps 以上 
  

３． 監視対象サーバ 
3-1. Windows 版 

本体 Express5800 シリーズ、PC/AT 互換機 
CPU PentiumⅢ 1GHz 以上 
メモリ 32MB 以上 
ハードディスク 300MB 以上 
LAN 100Mbps 以上 

3-2. HP-UX 版 
本体 NX7000/NX7700/NX7700i シリーズ 
メモリ 32MB 以上 
ハードディスク 300MB 以上 
LAN 100Mbps 以上 

3-3. Linux 版 
本体 Express5800 シリーズ、PC/AT 互換機 
CPU PentiumⅢ 1GHz 以上 
メモリ 32MB 以上 
ハードディスク 300MB 以上 
LAN 100Mbps 以上 

 



3-4. Solaris 版 
本体 CX5000 シリーズ 
CPU Ultra SPARC-Ⅱ 650MHz 以上 
メモリ 32MB 以上 
ハードディスク 300MB 以上 
LAN 100Mbps 以上 

 

3.1.2. ソフトウェア構成 

TOE のコンポーネント構成は、以下の通りです。 
TOE は、監視サーバ上で動作する WebSAM SystemManager マネージャと、監視対象サーバ上で動

作 す る WebSAM SystemManager エ ー ジ ェ ン ト 、 お よ び 監 視 端 末 上 で 動 作 す る  WebSAM 
SystemManager 監視端末 から構成されます。 
TOE を稼働させる為に、監視サーバ機器、監視対象サーバ機器、監視端末機器の各ハードウェアと、

それらの上で動作する OS が必要です。 
TOEのコンポーネント構成を図 2に示します。 
 

監視サーバ機器
（ハードウェア）

：TOEの範囲

OS

WebSAM
SystemManager

マネージャ

監視端末機器
（ハードウェア）

OS

WebSAM
SystemManager

監視端末

監視対象サーバ機器
（ハードウェア）

OS

WebSAM
SystemManager

エージェント

LAN

監視サーバ

監視端末監視対象サーバ  
図 2 TOE の物理的範囲(コンポーネント) 

 
図中に TOE の範囲として示した箇所が、TOE の物理的範囲です。 
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TOE を運用する上で必要となるソフトウェアの構成は、以下の通りとなります。 
 
１． 監視端末 
1-2. Windows 版 

OS Windows 2000 Server (SP4) 
Windows Server 2003 
Windows Server 2003 R2 
Windows Server 2003 x64 
Windows XP Professional (SP2) 
Windows Vista Business (SP なし)                 のいずれか 

TOE 本体 WebSAM SystemManager 監視端末 Ver5.2.1 
(TOE 内では「WebSAM SystemManager Svc Version 5.2.1.0」と表記) 

 
２． 監視サーバ 
2-1. Windows 版 

OS Windows 2000 Server (SP4) 
Windows Server 2003 
Windows Server 2003 R2 
Windows Server 2003 x64                      のいずれか 

TOE 本体 WebSAM SystemManager Manager for Win/Linux Ver5.2.1 
(TOE 内では「WebSAM SystemManager Manager Version 5.2.1.0」と表記) 

2-2. HP-UX 版 
OS HP-UX 11iV2 (IPF) 

HP-UX 11iV3 (IPF)                          のいずれか 
TOE 本体 WebSAM SystemManager Manager for HP-UX/Solaris Ver5.2.1 

(TOE 内では「WebSAM SystemManager Manager Version 5.2.1.0」と表記) 
 

３． 監視対象サーバ 
3-1. Windows 版 

OS Windows 2000 Server (SP4) 
Windows Server 2003 
Windows Server 2003 R2 
Windows Server 2003 x64                      のいずれか 

TOE 本体 WebSAM SystemManager Agent for Win/Linux Ver5.2.1 
(TOE 内では「WebSAM SystemManager Agent Version 5.2.1.0」と表記) 

3-2. HP-UX 版 
OS HP-UX 11i (PA-RISC) 

HP-UX 11iV2 (IPF) 
HP-UX 11iV3 (IPF)                          のいずれか 

TOE 本体 WebSAM SystemManager Agent for HP-UX/Solaris Ver5.2.1 
(TOE 内では「WebSAM SystemManager Agent Version 5.2.1.0」と表記) 
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3-3. Linux 版 
OS RedHat Enterprise Linux AS/ES 4.0 

MIRACLE LINUX V3.0 – Asianux Inside             のいずれか

TOE 本体 WebSAM SystemManager Agent for Win/Linux Ver5.2.1 
(TOE 内では「WebSAM SystemManager Agent Version 5.2.1.0」と表記) 

3-4. Solaris 版 
OS Solaris 9 

Solaris 10                                のいずれか 
TOE 本体 WebSAM SystemManager Agent for HP-UX/Solaris Ver5.2.1 

(TOE 内では「WebSAM SystemManager Agent Version 5.2.1.0」と表記) 
 
TOEの動作環境のうち、評価にて検証した環境を、表 2および表 3に示します。 
 

表 2 検証環境１ 
 OS 
監視端末 Windows XP Professional Edition (SP2) 
監視サーバ Windows Server 2003, Standard Edition (SP2) 
監視対象サーバ Windows Server 2003, Standard Edition (SP2) 

 
表 3 検証環境２ 

 OS 
監視端末 Windows XP Professional Edition (SP2) 
監視サーバ HP-UX 11iV3 
監視対象サーバ HP-UX 11iV3 

 
 
 

3.1.3. その他の条件 

TOE の運用環境における、その他の条件は、以下のとおりです。 
1) 責任者は、管理者、オペレータの役割に適した者を慎重に人選し、その上で、それぞれの役割を

理解させてください。 
2) ユーザ情報管理者は、管理者、オペレータに権限を付与してください。 
3) 監視端末、監視サーバ、監視対象サーバは、物理的に不正侵入されない場所に設置してくださ

い。 
4) 監視端末、監視サーバ、監視対象サーバ間のネットワークは、不正な盗聴や改ざんから保護できる

必要があります。 
5) 監視端末、監視サーバ、監視対象サーバ上で稼動する OS には、OS の供給元から配布されるパッ

チを適切に適用してください。 
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4. TOE 設置方法 
本章では、TOE の導入手順と注意事項について説明します。 

4.1. TOE 導入手順 

TOEのセキュリティを確保するために、4.1.1～4.1.8に記載している手順を順に実施して下さい。 
 
なお、本節では表 4に示す表記を使用しています。 
 

表 4 表記一覧 
表記 意味 
[***] 画面上のアイテム（ボタン、タブなど） 
〔***〕 キーボードのキー 
『***』 入力値 
→ メニュー項目の遷移 

 

4.1.1. 監視サーバのインストール 

監視サーバのOSに合わせて、4.1.1.1 Windows版 もしくは、4.1.1.2 HP-UX版 を参照して、インストー

ルを実施してください。 
 

4.1.1.1. Windows 版 

1) インストーラの起動 
CD-ROMドライブに、WebSAM Media 6.0 Disk を挿入すると、図 3 WebSAM Media起動画面 が表

示されます。 
 



 
図 3 WebSAM Media 起動画面 

 
[インストール]ボタンをクリックします。 
インストーラ起動画面を表示します。 
 
※ WebSAM Media起動画面 が表示されない場合は、メディアの以下のパスに存在する Setup.html

を手動で起動して、セットアップ開始画面を表示してください。 
<Media_Root>¥Setup.html 
 
<Media_Root>は、WebSAM Media 6.0 Diskのルートディレクトリを示します。 
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2) インストーラ起動画面 

インストーラ起動画面を図 4 インストーラ起動画面に示します。 

 
図 4 インストーラ起動画面 

 
「インストール」を選択し、[次へ]ボタンをクリックします。 
構成方法およびインストールする製品の選択画面が表示されます。 
 

3) 構成方法およびインストールする製品の選択画面 
構成方法およびインストールする製品の選択画面を図 5に示します。 

 
図 5 構成方法およびインストールする製品の選択画面 
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製品名「WebSAM SystemManager」タイプ「Manager」の行にチェックを付け、 [次へ]ボタンをクリックし

ます。 
WebSAM 製品のインストール設定画面が表示されます。 

 
4) WebSAM 製品のインストール設定画面 

WebSAM製品のインストール設定画面を図 6に示します。 

 
図 6 WebSAM 製品のインストール設定画面 

 
必要に応じて設定内容を修正し、[次へ]ボタンをクリックします。 
 
設定内容の詳細は表 5を参照してください。 
 

表 5 WebSAM 製品のインストール設定画面 設定内容 
項目 説明 詳細 
インストール

先のフォルダ 
インストール先のフォルダ ・ 128 文字以内 

・ OS のディレクトリパスとして有効な文字列であ

ること 
・ 既定値は以下のとおり 

 %ProgramFiles%¥NEC¥UMF¥Operations 
 

%ProgramFiles%は、OS に定義された環境変数

を示します。 
自ホスト名 TOE が認識する、監視サー

バの名前 
・ 64 文字以内 
・ 半角英数および以下の記号のみ入力可能 

_ . - 
・ 省略した場合、監視サーバのコンピュータ名

が指定されます。 
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項目 説明 詳細 
エージェント

との通信ポー

ト 

WebSAM SystemManagerエ

ージェントからの接続を待ち

受ける TCP ポート番号 

・ 1024 以上 65535 以下の整数 
・ 既定値は 12520 
・ 監視サーバ上で、他のプログラムが利用して

いる番号と重複しないこと 
監視端末との

通信ポート 
WebSAM SystemManager
監視端末からの接続を待ち

受ける TCP ポート番号 

・ 1024 以上 65535 以下の整数 
・ 既定値は 12521 
・ 監視サーバ上で、他のプログラムが利用して

いる番号と重複しないこと 
データ領域を

別フォルダに

する 

データ領域をインストール先

のフォルダ配下以外の場所

に作成するかどうかの選択 

・既定値は No 

デ ー タ 領 域

のフォルダ 
データ領域のフォルダ ・ 「データ領域を別フォルダにする」で Yes を選

択した場合のみ有効 
・ 128 文字以内 
・ OS のディレクトリパスとして有効な文字列であ

ること 
初期データを

インストール

する 

初期データをインストールす

るかどうかの選択 
・ 「データ領域を別フォルダにする」で Yes を選

択した場合のみ有効 
・ 既定値は Yes 

  
 
インストール確認画面が表示されます。 



 
5) インストール確認画面 

インストール確認画面を図 7に示します。 

 
図 7 インストール確認画面 

 
入力内容を確認し、正しい設定でない場合は、[戻る]ボタンで該当する設定画面に戻り、再度設定し

てください。 
正しい設定が確認できた場合は、[開始]ボタンをクリックします。 
インストール処理が開始されます。 
インストールが完了すると、インストール完了画面が表示されます。 
 

6) インストールの完了 
インストールの完了画面を図 8に示します。 
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図 8 インストールの完了画面 

 
 [完了]ボタンをクリックし、インストール処理を終了します。 
以上で、Windows 版の監視サーバのインストールは終了です。 
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4.1.1.2. HP-UX 版 

1) インストーラの起動 
CD-ROM ドライブに、WebSAM Media 6.0 Disk を挿入し、マウントします。 
※ ここでは、/SD_CDROM にマウントしたとして説明します。 
※ マウント方法が不明な場合は、WebSAM Media 6.0 Disk に含まれている「WebSAM Media Ver 

6.0 リリースメモ」を参照してください。 
 
root アカウントにて、以下のコマンドを実行します。 

# /SD_CDROM/HP-UX_IPF/Setup 

 
2) セットアップの開始 

以下のように表示されますので、『1』を入力して〔Enter〕キーを押します。 
   ************************************* 

   *** Welcome to Media installer !! *** 

   ************************************* 

 

   This program can install/uninstall products. 

   Please input a number of the install/uninstall. 

 

   1. Install 

 

 

   Please input a number.(1 or q  q:quit program): 

 
3) インストールする機能の選択 

以下のように表示されますので、『4』を入力して、〔Enter〕キーを押します。 
   -------------------- 

   Product(s) Selection 

   -------------------------------------------- 

    1 [ ] WebSAM MCOperations Agent 3.3.0.0 

    2 [ ] WebSAM MCOperations Manager 3.3.0.0 

    3 [ ] WebSAM SystemManager Agent 5.2.1.0 

    4 [ ] WebSAM SystemManager Manager 5.2.1.0 

    5 [ ] WebSAM Application Navigator Agent 3.0.0.1 

    6 [ ] WebSAM Application Navigator Manager 3.0.0.1 

    7 [ ] WebSAM NetvisorPro Manager 1.1.35.0 

    8 [ ] WebSAM Framework Agent 3.6.0.0 

    9 [ ] WebSAM Framework Manager 3.6.0.0 

   -------------------------------------------- 

 

 

   Please input numbers delimit by comma. 

   (For example:1,3,4 b:back q:quit program): 
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4) インストールする機能の確認 
以下のように表示されますので、「WebSAM SystemManager Manager 5.2.1.0」にチェックが付いている

事を確認して、〔Enter〕キーを押します。 

   ------------ 

   Confirmation 

   -------------------------------------------- 

    1 [ ] WebSAM MCOperations Agent 3.3.0.0 

    2 [ ] WebSAM MCOperations Manager 3.3.0.0 

    3 [ ] WebSAM SystemManager Agent 5.2.1.0 

    4 [*] WebSAM SystemManager Manager 5.2.1.0 

    5 [ ] WebSAM Application Navigator Agent 3.0.0.1 

    6 [ ] WebSAM Application Navigator Manager 3.0.0.1 

    7 [ ] WebSAM NetvisorPro Manager 1.1.35.0 

    8 [ ] WebSAM Framework Agent 3.6.0.0 

    9 [ ] WebSAM Framework Manager 3.6.0.0 

   -------------------------------------------- 

 

 

   These product(s) will be installed, OK to continue? 

   y or n or q (default:y y:yes n:no q:quit program): 

 
5) 設定 

以下のように表示されますので、既定値のままインストールする場合は、『e』を入力して〔Enter〕キーを

押してください。 
   ------------- 

   Configuration 

   ------------- 

       Agent 

             1 New Service 

 

       Manager 

             2 Service1 

                    2.1  WebSAM SystemManager Manager 5.2.1.0 

             3 New Service 

   --------------------------------------------------------- 

   (*) marked objects require settings before installation. 

   --------------------------------------------------------- 

   Please select operation from followings, 

    r[n.n]:remove s[n]:setting c:clear b:back e:execute q:quit program: 

 
設定を変更する場合は、『s2』を入力して〔Enter〕キーを押します。対話形式で設定内容を指定してくだ

さい。 
設定内容の詳細は表 6を参照してください。 
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表 6 設定内容 

項目 説明 詳細 
Install 
directory path 

インストール先のディレクトリ ・ 128 文字以内 
・ OS のディレクトリパスとして有効な文字列であ

ること 
・ 既定値は以下のとおり 

 /opt/UMF/Operations 
Self hostname TOE が認識する、監視サー

バの名前 
・ 64 文字以内 
・ 半角英数および以下の記号のみ入力可能 

_ . - 
・ 省略した場合、監視サーバのホスト名が指定

されます。 
Agent port WebSAM SystemManagerエ

ージェントからの接続を待ち

受ける TCP ポート番号 

・ 1024 以上 65535 以下の整数 
・ 既定値は 12520 
・ 監視サーバ上で、他のプログラムが利用して

いる番号と重複しないこと 
Viewer port WebSAM SystemManager

監視端末からの接続を待ち

受ける TCP ポート番号 

・ 1024 以上 65535 以下の整数 
・ 既定値は 12521 
・ 監視サーバ上で、他のプログラムが利用して

いる番号と重複しないこと 
Change Data 
Directory 

データ領域をインストール先

のフォルダ配下以外の場所

に作成するかどうかの選択 

・ 既定値は n 

Data 
Directory 

データ領域のフォルダ ・ 「Change Data Directory」で y を選択した場合

のみ指定可能 
・ 128 文字以内 
・ OS のディレクトリパスとして有効な文字列であ

ること 
Store initial 
setting data 

初期データをインストールす

るかどうかの選択 
・ 「Change Data Directory」で y を選択した場合

のみ指定可能 
・ 既定値は ｙ 
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6) インストール開始の確認 
インストールを開始して良い場合は、何も入力せずに〔Enter〕キーを押してください。 
   ------------------ 

   Final confirmation 

   ------------------ 

 

       Manager 

             2 Service1 

                    2.1  WebSAM SystemManager Manager 5.2.1.0 

   -------------------------------------------- 

   Is it OK to start installation? 

   y or n or q (default:y y:yes n:no q:quit program): 

インストール処理が開始されます。 
 

7) インストールの完了 
インストールが完了すると、以下のように表示されます。 
-------------------------------------------- 

Installation result 

-------------------------------------------- 

1 WebSAM SystemManager Manager 5.2.1.0 (Success) 

-------------------------------------------- 

Success:1, Failure:0 

 
以上で、HP-UX 版の監視サーバのインストールは終了です。 
 

4.1.2. 監視端末のインストール 

4.1.2.1. Windows 版 

1) インストーラの起動 
CD-ROMドライブに、WebSAM Media 6.0 Diskを挿入すると、図 3 WebSAM Media起動画面が表示さ

れます。 



 
図 9 WebSAM Media 起動画面 

 
[インストール]ボタンをクリックします。 
インストーラ起動画面を表示します。 
 
※ WebSAM Media起動画面 が表示されない場合は、メディアの以下のパスに存在する Setup.html

を手動で起動して、セットアップ開始画面を表示してください。 
<Media_Root>¥Setup.html 
 
<Media_Root>は、WebSAM Media 6.0 Diskのルートディレクトリを示します。 
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2) インストーラ起動画面 

インストーラ起動画面を図 10 インストーラ起動画面に示します。 

 
図 10 インストーラ起動画面 

 
「インストール」を選択し、[次へ]ボタンをクリックします。 
構成方法およびインストールする製品の選択画面が表示されます。 
 

3) 構成方法およびインストールする製品の選択画面 
構成方法およびインストールする製品の選択画面を図 11に示します。 

 
図 11 構成方法およびインストールする製品の選択画面 
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製品名「WebSAM SystemManager」タイプ「View」の行にチェックを付け、[次へ]ボタンをクリックしま

す。 
WebSAM 製品のインストール設定画面が表示されます。 

 
4) WebSAM 製品のインストール設定画面 

WebSAM製品のインストール設定画面を図 12に示します。 

 
図 12 WebSAM 製品のインストール設定画面 

 
必要に応じて設定内容を修正し、[次へ]ボタンをクリックします。 
設定内容の詳細は表 7を参照してください。 
 

表 7 WebSAM 製品のインストール設定画面 設定内容 
項目 説明 詳細 
インストール

先のフォルダ 
インストール先のフォルダ ・ 128 文字以内 

・ OS のディレクトリパスとして有効な文字列であ

ること 
・ 既定値は以下のとおり 

 %ProgramFiles%¥NEC¥UMF¥Operations 
 

%ProgramFiles%は、OS に定義された環境変数

を示します。 
自ホスト名 TOE が認識する、監視端末

の名前 
・ 64 文字以内 
・ 半角英数および以下の記号のみ入力可能 

_ . - 
・ 省略した場合、監視端末のコンピュータ名が

指定されます。 
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項目 説明 詳細 
マネージャの

ホスト名 
監視サーバのホスト名 ・ 64 文字以内 

・ 半角英数および以下の記号のみ入力可能 
_ . - 

・ ホスト名もしくは IP アドレスを指定する。 
マネージャと

の通信ポート 
監視サーバの待ち受けポー

ト番号 
・ 1024 以上 65535 以下の整数 
・ 既定値は 12521 
・ 監視サーバのインストール時に指定したポート

番号を指定する。 
  
※ マネージャのホスト名は必須項目ですので、必ず指定してください。 
 
インストール確認画面が表示されます。 



 
5) インストール確認画面 

インストール確認画面を図 13に示します。 

 
図 13 インストール確認画面 

 
入力内容を確認し、正しい設定でない場合は、[戻る]ボタンで該当する設定画面に戻り、再度設定し

てください。 
正しい設定が確認できた場合は、[開始]ボタンをクリックしてください。 
インストール処理が開始されます。 
インストールが完了すると、インストール完了画面が表示されます。 
 

6) インストールの完了 
インストールの完了画面を図 14に示します。 
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図 14 インストールの完了画面 

 
[完了]ボタンをクリックし、インストール処理を終了します。 
以上で、監視端末のインストールは終了です。 
 

4.1.3. 監視対象サーバのインストール 

監視サーバのOSに合わせて、4.1.3.1 Windows版 もしくは、4.1.3.2 UNIX版 を参照して、インストール

を実施してください。 
HP-UX、Solaris、Linuxは全て4.1.3.2 UNIX版 を参照してください。 

4.1.3.1. Windows 版 

1) インストーラの起動 
CD-ROMドライブに、WebSAM Media 6.0 Diskを挿入すると、図 15 WebSAM Media起動画面 が表

示されます。 
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図 15 WebSAM Media 起動画面 

 
[インストール]ボタンをクリックします。 
インストーラ起動画面を表示します。 
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※ WebSAM Media起動画面 が表示されない場合は、メディアの以下のパスに存在する Setup.html

を手動で起動して、セットアップ開始画面を表示してください。 
<Media_Root>¥Setup.html 
 
<Media_Root>は、WebSAM Media 6.0 Diskのルートディレクトリを示します。 

 
2) インストーラ起動画面 

インストーラ起動画面を図 16に示します。 

 
図 16 インストーラ起動画面 

 
「インストール」を選択し、[次へ]ボタンをクリックします。 
構成方法およびインストールする製品の選択画面が表示されます。 
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3) 構成方法およびインストールする製品の選択画面 

構成方法およびインストールする製品の選択画面を図 17に示します。 

 
図 17 構成方法およびインストールする製品の選択画面 

 
製品名「WebSAM SystemManager」タイプ「Agent」の行にチェックを付け、[次へ]ボタンをクリックしま

す。 
WebSAM 製品のインストール設定画面が表示されます。 

 
4) WebSAM 製品のインストール設定画面 

WebSAM製品のインストール設定画面を図 12に示します。 
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図 18 WebSAM 製品のインストール設定画面 
 

必要に応じて設定内容を修正し、[次へ]ボタンをクリックします。 
設定内容の詳細は表 8を参照してください。 
 

表 8 WebSAM 製品のインストール設定画面 設定内容 
項目 説明 詳細 
インストール

先のフォルダ 
インストール先のフォルダ ・ 128 文字以内 

・ OS のディレクトリパスとして有効な文字列であ

ること 
・ 既定値は以下のとおり 

 %ProgramFiles%\NEC\UMF\Operations 
 

%ProgramFiles%は、OS に定義された環境変数

を示します。 
自ホスト名 TOE が認識する、監視対象

サーバの名前 
・ 64 文字以内 
・ 半角英数および以下の記号のみ入力可能 

_ . - 
・ 省略した場合、監視対象サーバのコンピュー

タ名が指定されます。 
マネージャの

ホスト名 
監視サーバのホスト名 ・ 64 文字以内 

・ 半角英数および以下の記号のみ入力可能 
_ . - 

・ ホスト名もしくは IP アドレスを指定する。 
マネージャと

の通信ポート 
監視サーバの待ち受けポー

ト番号 
・ 1024 以上 65535 以下の整数 
・ 既定値は 12520 
・ 監視サーバのインストール時に指定したポート

番号を指定する。 
  
※ マネージャのホスト名は必須項目ですので、必ず指定してください。 
 
インストール確認画面が表示されます。 

 



 
5) インストール確認画面 

インストール確認画面を図 19 インストール確認画面に示します。 

 
図 19 インストール確認画面 

 
入力内容を確認し、正しい設定でない場合は、[戻る]ボタンで該当する設定画面に戻り、再度設定し

てください。 
正しい設定が確認できた場合は、[開始]ボタンをクリックしてください。 
インストール処理が開始されます。 
インストールが完了すると、インストール完了画面が表示されます。 
 

6) インストールの完了 
インストールの完了画面を図 20に示します。 
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図 20 インストールの完了画面 

 
[完了]ボタンをクリックし、インストール処理を終了します。 
以上で、Windows 版の監視対象サーバのインストールは終了です。 
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4.1.3.2. UNIX 版 

1) インストーラの起動 
CD-ROM ドライブに、WebSAM Media 6.0 Disk を挿入し、マウントします。 
※ ここでは、/SD_CDROM にマウントしたとして説明します。 
※ マウント方法が不明な場合は、WebSAM Media 6.0 Disk に含まれている「WebSAM Media Ver 

6.0 リリースメモ」を参照してください。 
 
root アカウントにて、以下のコマンドを実行します。 
実行するコマンドは監視対象サーバの OS により異なります。 
 
HP-UX(IPF)の場合 

# /SD_CDROM/HP-UX_IPF/Setup 

 
HP-UX(PA-RISC)の場合 

# /SD_CDROM/HP-UX_PA/Setup 

 
Solaris の場合 

# /SD_CDROM/Solaris/Setup 

 
Linux の場合 

# /SD_CDROM/Linux/Setup 

 
2) セットアップの開始 

以下のように表示されますので、『1』を入力して〔Enter〕キーを押します。 
   ************************************* 

   *** Welcome to Media installer !! *** 

   ************************************* 

 

   This program can install/uninstall products. 

   Please input a number of the install/uninstall. 

 

   1. Install 

 

 

   Please input a number.(1 or q  q:quit program): 
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3) インストールする機能の選択 
HP-UX(PA-RISC)、Solaris、Linux の場合は、以下のように表示されますので、『2』を入力して、〔Enter〕
キーを押します。 
   -------------------- 

   Product(s) Selection 

   -------------------------------------------- 

    1 [ ] WebSAM MCOperations Agent 3.3.0.0 

    2 [ ] WebSAM SystemManager Agent 5.2.1.0 

    3 [ ] WebSAM Application Navigator Agent 3.0.0.1 

    4 [ ] WebSAM Framework Agent 3.6.0.0 

   -------------------------------------------- 

 

 

   Please input numbers delimit by comma. 

   (For example:1,3,4 b:back q:quit program): 

 
HP-UX(IPF)の場合は、以下のように表示されますので、『3』を入力して、〔Enter〕キーを押します。 
   -------------------- 

   Product(s) Selection 

   -------------------------------------------- 

    1 [ ] WebSAM MCOperations Agent 3.3.0.0 

    2 [ ] WebSAM MCOperations Manager 3.3.0.0 

    3 [ ] WebSAM SystemManager Agent 5.2.1.0 

    4 [ ] WebSAM SystemManager Manager 5.2.1.0 

    5 [ ] WebSAM Application Navigator Agent 3.0.0.1 

    6 [ ] WebSAM Application Navigator Manager 3.0.0.1 

    7 [ ] WebSAM NetvisorPro Manager 1.1.35.0 

    8 [ ] WebSAM Framework Agent 3.6.0.0 

    9 [ ] WebSAM Framework Manager 3.6.0.0 

   -------------------------------------------- 

 

 

   Please input numbers delimit by comma. 

   (For example:1,3,4 b:back q:quit program): 

 
4) インストールする機能の確認 

以下のように表示されますので、「WebSAM SystemManager Agent 5.2.1.0」にチェックが付いていること

を確認して、〔Enter〕キーを押します。 
   ------------ 

   Confirmation 

   -------------------------------------------- 

    1 [ ] WebSAM MCOperations Agent 3.3.0.0 

    2 [*] WebSAM SystemManager Agent 5.2.1.0 

    3 [ ] WebSAM Application Navigator Agent 3.0.0.1 

    4 [ ] WebSAM Framework Agent 3.6.0.0 
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   -------------------------------------------- 

 

 

   These product(s) will be installed, OK to continue? 

   y or n or q (default:y y:yes n:no q:quit program): 

※HP-UX(IPF)の場合、画面が一部異なります。 
 

5) 設定 
以下のように表示されますので、『s1』を入力して〔Enter〕キーを押します。対話形式で設定内容を指定

してください。 
   ------------- 

   Configuration 

   ------------- 

       Agent 

         (*) 1 Service1 

                    1.1  WebSAM SystemManager Agent 5.2.1.0 

             2 New Service 

 

       Manager 

             3 New Service 

   --------------------------------------------------------- 

   (*) marked objects require settings before installation. 

   --------------------------------------------------------- 

   Please select operation from followings, 

    r[n.n]:remove s[n]:setting c:clear b:back q:quit program: 

 
設定内容の詳細は表 9を参照してください。 
 

表 9 設定内容 
項目 説明 詳細 
Install 
directory path 

インストール先のディレクトリ ・ 128 文字以内 
・ OS のディレクトリパスとして有効な文字列であ

ること 
・ 既定値は以下のとおり 

 /opt/UMF/Operations 
Self hostname TOE が認識する、監視対象

サーバの名前 
・ 64 文字以内 
・ 半角英数および以下の記号のみ入力可能 

_ . - 
・ 省略した場合、監視対象サーバのホスト名が

指定されます。 
Manager 
hostname 

監視サーバのホスト名 ・ 64 文字以内 
・ 半角英数および以下の記号のみ入力可能 

_ . - 
・ ホスト名もしくは IP アドレスを指定する。 
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項目 説明 詳細 
Manager port 監視サーバの待ち受けポー

ト番号 
・ 1024 以上 65535 以下の整数 
・ 既定値は 12520 
・ 監視サーバのインストール時に指定したポート

番号を指定する。 
 

6) 設定内容の確認 
以下のように設定した内容が表示されますので、内容を確認し、正しい設定でない場合は、『n』 を入

力して〔Enter〕キーを入力して、再度設定してください。 
正しい設定が確認できた場合は、何も入力せずに〔Enter〕キーを押してください。 
   ------------ 

   Confirmation 

   ------------ 

   Install directory path: /opt/UMF/Operations 

   Self hostname: legolas 

   Manager hostname: legolas 

   Manager port: 12520 

 

   -------------------------------------------- 

   Are these settings correct? 

   y or n or q (default:y y:yes n:no q:quit program): 

 
以下のように表示されますので、『e』を入力して〔Enter〕キーを押してください。 
   ------------- 

   Configuration 

   ------------- 

       Agent 

             1 Service1 

                    1.1  WebSAM SystemManager Agent 5.2.1.0 

             2 New Service 

 

       Manager 

             3 New Service 

   --------------------------------------------------------- 

   (*) marked objects require settings before installation. 

   --------------------------------------------------------- 

   Please select operation from followings, 

    r[n.n]:remove s[n]:setting c:clear b:back e:execute q:quit program: 
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7) インストール開始の確認 
インストールを開始して良い場合は、何も入力せずに〔Enter〕キーを押してください。 
   ------------------ 

   Final confirmation 

   ------------------ 

       Agent 

             1 Service1 

                    1.1  WebSAM SystemManager Agent 5.2.1.0 

 

   -------------------------------------------- 

   Is it OK to start installation? 

   y or n or q (default:y y:yes n:no q:quit program): 

 
インストール処理が開始されます。 
 

8) インストールの完了 
インストールが完了すると、以下のように表示されます。 
-------------------------------------------- 

Installation result 

-------------------------------------------- 

1 WebSAM SystemManager Agent 5.2.1.0 (Success) 

-------------------------------------------- 

Success:1, Failure:0 

 
以上で、UNIX 版の監視対象サーバのインストールは終了です。 



 

4.1.4. インストール後の TOE バージョン番号の確認 

インストール完了後、以下の手順で TOE のバージョン番号を確認してください。 

4.1.4.1. 監視サーバ 

監視サーバの OS により、確認手順は異なります。 
 

Windows版 
「スタート」メニューより、「設定」→「コントロールパネル」→「プログラムの追加と削除」を選択します。 
「プログラムの変更と削除」の一覧から「WebSAM SystemManager Manager」を選択します。 
 
「サポート情報を参照するには、ここをクリックしてください。」をクリックします。 
図 21に示すバージョン確認画面が表示され、Version欄が 5.2.1.0 である事を確認します。 
 

 
図 21 バージョン確認画面 

 
HP-UX版 

root アカウントにて、以下のコマンドを実行します。 

# /usr/sbin/swlist | grep NECUMFSYSMGRmg 

 
以下の結果が表示されることを確認します。 

NECUMFSYSMGRmg                5.2.1.0        WebSAM SystemManager Manager 

 

4.1.4.2. 監視端末 

「スタート」メニューより、「設定」→「コントロールパネル」→「プログラムの追加と削除」を選択します。 
「プログラムの変更と削除」の一覧から「WebSAM SystemManager Svc」を選択します。 
 
「サポート情報を参照するには、ここをクリックしてください。」をクリックします。 
図 22に示すバージョン確認画面が表示され、Version欄が 5.2.1.0 である事を確認します。 
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図 22 バージョン確認画面 

 

4.1.4.3. 監視対象サーバ 

監視サーバの OS により、確認手順は異なります。 
 

Windows版 
「スタート」メニューより、「設定」→「コントロールパネル」→「プログラムの追加と削除」を選択します。 
「プログラムの変更と削除」の一覧から「WebSAM SystemManager Agent」を選択します。 
 
「サポート情報を参照するには、ここをクリックしてください。」をクリックします。 
図 23に示すバージョン確認画面が表示され、Version欄が 5.2.1.0 である事を確認します。 
 

 
図 23 バージョン確認画面 

 
HP-UX版 

root アカウントにて、以下のコマンドを実行します。 

# /usr/sbin/swlist | grep NECUMFSYSMGRag 

 
以下の結果が表示されることを確認します。 

NECUMFSYSMGRag                5.2.1.0        WebSAM SystemManager Agent 

 
Solaris版 

root アカウントにて、以下のコマンドを実行します。 

# /usr/bin/pkginfo -l NECUMFSYSMGRag 
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以下の結果が表示されることを確認します。 
   PKGINST:  NECUMFSYSMGRag 

      NAME:  WebSAM SystemManager Agent 

   VERSION:  5.2.1.0 

 ※他の行は省略しています。 
 

Linux版 
root アカウントにて、以下のコマンドを実行します。 

# /bin/rpm –qa | grep NECUMFSYSMGRag 

 
以下の結果が表示されることを確認します。 

NECUMFSYSMGRag-5.2.1.0 

 

4.1.5. ビルトイン管理者アカウントのパスワード変更 

ビルトイン管理者用のアカウント Administrator で監視端末にログインして、パスワードを変更します。 
 

1) 監視端末の起動 
監視端末をインストールしたマシンのデスクトップに作成されたアイコン「WebSAM SystemManager 
Console」をダブルクリックします。 
 

2) ログイン 
図 24に示すログイン画面が表示されますので、ログイン名欄に『Administrator』を入力し、パスワード

欄に『websam』を入力して、[OK]ボタンをクリックします。 
 

 
図 24 ログイン画面 
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3) パスワードの変更 

ログイン後、メインメニューの「設定」→「パスワードの変更」を選択します。 
 

 

図 25 パスワードの変更メニュー 
 
図 26に示すパスワード変更画面が表示されますので、新しいパスワードをパスワード欄とパスワードの

確認入力欄にそれぞれ入力して、[OK]ボタンをクリックします。 
 

 

図 26 パスワード変更画面 
 
各項目の詳細は表 10を参照してください。 
 

表 10 パスワード変更画面 入力項目 
項目 説明 詳細 
パスワード ビルトイン管理者が監視端

末起動時の認証に利用する

パスワード 

・ 6 文字以上 64 文字以内 
・ 先頭および末尾に、全角および半角スペース

は利用不可能 
パスワードの

確認入力 
入力ミスを防止する為の再

入力 
同上 

 
ビルトイン管理者(Administrator)としてログインした状態で、続けて4.1.6ユーザ情報管理者用アカウン

トの作成 を実施します。 
 

4.1.6. ユーザ情報管理者用アカウントの作成 

ビルトイン管理者用のアカウント Administrator で監視端末にログインして、ユーザ情報管理者用アカウ

ントを作成します。 
※ ビルトイン管理者用アカウント Administrator でログインしていない場合は、ログインしてください。 
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1) 定義モードへ移行 
メニューの「設定」→「定義モード」を選択し、定義モードに移行します。 
 

 
図 27 定義モードメニュー 

 
2) ユーザ管理画面の起動 

メニューの「設定」→「ユーザ管理」を選択し、図 29に示すユーザ管理画面（グループ）を表示します。 
 

 
図 28 ユーザ管理メニュー 

 

 
図 29 ユーザ管理画面（グループ） 
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3) ユーザの作成 

画面上部の[ユーザ]タブをクリックして、図 30に示すユーザ管理画面（ユーザ）を表示します。 
 

 
図 30 ユーザ管理画面（ユーザ） 

 
[新しいユーザ]ボタンをクリックし、図 31に示す新しいユーザ画面を表示します。 
 

 

図 31 新しいユーザ画面 
 
ユーザ名、フルネーム、説明を入力して[作成]ボタンをクリックします。 
各項目の詳細は表 11を参照してください。 
 

表 11 新しいユーザ画面 入力項目 
項目 説明 詳細 
認証方式 ログイン時に使用する認証

方式 
・ テキスト認証サービスで固定 
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項目 説明 詳細 
ユーザ名 利用者が監視端末起動時

の認証に利用するログイン

名 

・ 64 文字以内 
・ TOE 内で一意。 
・ 以下の文字は利用不可能。 
  /\[]:;|=,+*?<> 

・ スペースまたは、「.」のみは指定不可能 
・ 先頭および末尾に、全角および半角スペース

は利用不可能 
フルネーム ユーザのフルネーム ・ 省略可能 

・ 256 文字以内 
・ 先頭および末尾に、全角および半角スペース

は利用不可能 
説明 ユーザの説明 ・ 省略可能 

・ 256 文字以内 
・ 先頭および末尾に、全角および半角スペース

は利用不可能 
 
図 32に示すパスワード入力画面が表示されます。 
 

 

図 32 パスワード入力画面 
 
作成したユーザに割り当てる初期パスワードを、パスワード欄とパスワードの確認入力欄にそれぞれ入

力して、[OK]ボタンをクリックします。 
各項目の詳細は表 12を参照してください。 
 

表 12 パスワード入力画面 入力項目 
項目 説明 詳細 
パスワード 利用者が監視端末起動時

の認証に利用するパスワー

ドの初期値 

・ 6 文字以上 64 文字以内 
・ 先頭および末尾に、全角および半角スペース

は利用不可能 
パスワードの

確認入力 
入力ミスを防止する為の再

入力 
同上 
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4) グループの作成 
図 33 ユーザ管理画面（グループ） にて左部ツリーの［User］を選択した状態で、[グループ追加]ボタ

ンをクリックします。 
 

 
図 33 ユーザ管理画面（グループ） 

 
図 34に示すグループ設定画面が表示されます。 
 

 
図 34 グループ設定画面 

 
ユーザ情報管理者が所属するグループ名を入力して、[OK]ボタンをクリックします。 
項目の詳細は表 13を参照してください。 
 

表 13 グループ設定画面 入力項目 
項目 説明 詳細 
グループ名 グループの名称 

ここでは利用者役割名に応

じたグループ名を入力してく

ださい。 

・ 64 文字以内 
・ 先頭および末尾に、全角および半角スペース

は利用不可能 
・ 同じ階層(親グループ直下)に既に存在するグ

ループ名は利用不可能 
 

 46



左部ツリーの［User］配下にグループが作成されますので、そのグループを選択します。 
 

 
図 35 ユーザ管理画面（ユーザ情報管理者グループ） 

 
グループの権限部分で「参照権限」「操作権限」「定義変更権限」「ユーザ管理権限」にチェックをつけ

ます。 
 
[所属ユーザの編集]ボタンをクリックします。 
図 36に示す所属ユーザの編集画面が表示されます。 
 

 

図 36 所属ユーザの編集画面 
 
3)の手順で作成したユーザにチェックを付けて、[OK]ボタンをクリックします。 
 
ユーザ管理画面で[OK]ボタンをクリックし、ユーザ管理画面を閉じます。 
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5) 監視端末の終了 

メニューの「ファイル」→「アプリケーションの終了」を選択し、監視端末を終了します。 
 

 
図 37 アプリケーションの終了メニュー 

 
6) ユーザ情報管理者へログイン情報の通知 

ユーザ情報管理者に、作成したユーザ名とパスワードを通知します。 
 

4.1.7. 各利用者用アカウントの作成 

ユーザ情報管理者のアカウントで監視端末にログインして、各利用者用のアカウントを作成します。 
本操作は、ユーザ情報管理者が実施します。 
 

1) 監視端末の起動 
監視端末をインストールしたマシンのデスクトップに作成されたアイコン「WebSAM SystemManager 
Console」をダブルクリックします。 
 

2) ログイン 
図 38に示すログイン画面が表示されますので、ログイン名欄と、パスワード欄にビルトイン管理者から

通知された情報を入力して、[OK]ボタンをクリックします。 
 

 

図 38 ログイン画面 
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3) ユーザ情報管理者のパスワードの変更 

ログイン後、メインメニューの「設定」→「パスワードの変更」を選択します。 
 

 
図 39 パスワードの変更メニュー 

 
図 40に示すパスワード変更画面が表示されますので、新しいパスワードをパスワード欄とパスワードの

確認入力欄にそれぞれ入力して、[OK]ボタンをクリックします。 
 

 

図 40 パスワード変更画面 
 
各項目の詳細は表 14を参照してください。 
 

表 14 パスワード変更画面 入力項目 
項目 説明 詳細 
パスワード ユーザ情報管理者が監視

端末起動時の認証に利用

するパスワード。 

・ 6 文字以上 64 文字以内 
・ 先頭および末尾に、全角および半角スペース

は利用不可能 
パスワードの

確認入力 
入力ミスを防止する為の再

入力 
同上 
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4) 定義モードへ移行 
メニューの「設定」→「定義モード」を選択し、定義モードに移行します。 
 

 
図 41 定義モードメニュー 

 
5) ユーザ管理画面の起動 

メニューの「設定」→「ユーザ管理」を選択し、図 43に示すユーザ管理画面（グループ）を表示します。 
 

 

図 42 ユーザ管理メニュー 
 

 
図 43 ユーザ管理画面（グループ） 
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6) ユーザの作成 

画面上部の[ユーザ]タブをクリックして、図 44に示すユーザ管理画面（ユーザ）を表示します。 
 

 
図 44 ユーザ管理画面（ユーザ） 

 
[新しいユーザ]ボタンをクリックし、図 45に示す新しいユーザ画面を表示します。 
 

 

図 45 新しいユーザ画面 
 
ユーザ名、フルネーム、説明を入力して[作成]ボタンをクリックします。 
各項目の詳細は表 15を参照してください。 
 

表 15 新しいユーザ画面 入力項目 
項目 説明 詳細 
認証方式 ログイン時に使用する認証

方式 
・ テキスト認証サービスで固定 
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項目 説明 詳細 
ユーザ名 利用者が監視端末起動時

の認証に利用するログイン

名 

・ 64 文字以内 
・ TOE 内で一意。 
・ 以下の文字は利用不可能。 
  /\[]:;|=,+*?<> 

・ スペースまたは、「.」のみは指定不可能 
・ 先頭および末尾に、全角および半角スペース

は利用不可能 
フルネーム ユーザのフルネーム ・ 省略可能 

・ 256 文字以内 
・ 先頭および末尾に、全角および半角スペース

は利用不可能 
説明 ユーザの説明 ・ 省略可能 

・ 256 文字以内 
・ 先頭および末尾に、全角および半角スペース

は利用不可能 
 
図 46に示すパスワード入力画面が表示されます。 
 

 

図 46 パスワード入力画面 
 
作成したユーザに割り当てる初期パスワードを、パスワード欄とパスワードの確認入力欄にそれぞれ入

力して、[OK]ボタンをクリックします。 
各項目の詳細は表 16を参照してください。 
 

表 16 パスワード入力画面 入力項目 
項目 説明 詳細 
パスワード 利用者が監視端末起動時

の認証に利用するパスワー

ドの初期値 

・ 6 文字以上 64 文字以内 
・ 先頭および末尾に、全角および半角スペース

は利用不可能 
パスワードの

確認入力 
入力ミスを防止する為の再

入力 
同上 

 
6）の操作を繰り返し、全ての TOE の利用者用のユーザを作成してください。 
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7) グループの作成 

図 47 ユーザ管理画面（グループ） にて、左部ツリーの［User］を選択した状態で、[グループ追加]ボ
タンをクリックします。 

 
図 47 ユーザ管理画面（グループ） 

 
図 48に示すグループ設定画面が表示されます。 
 

 
図 48 グループ設定画面 

 
グループ名を入力して、[OK]ボタンをクリックします。 
項目の詳細は表 17を参照してください。 
 

表 17 グループ設定画面 入力項目 
項目 説明 詳細 
グループ名 グループの名称 

ここでは利用者役割名に応

じたグループ名を入力してく

ださい。 

・ 64 文字以内 
・ 先頭および末尾に、全角および半角スペース

は利用不可能 
・ 同じ階層に既に存在するグループ名は利用

不可能 
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左部ツリーの［User］配下にグループが作成されますので、そのグループを選択します。 
 

 
図 49 ユーザ管理画面（ライセンス情報管理者グループ） 

 
グループの権限部分で、表 18に示す役割に応じた権限にチェックをつけます。 
 

表 18 利用者役割と権限 

権限

 
利用者役割 

参
照
権
限 

操
作
権
限 

定
義
変
更
権
限 

ラ
イ
セ
ン
ス
管
理

権
限 

ユ
ー
ザ
管
理
権
限 

オ
ー
デ
ィ
ッ
ト
ロ
グ

参
照
権
限 

オ
ー
デ
ィ
ッ
ト
ロ
グ

更
新
権
限 

ライセンス情報管理

者 
○ ○ ○ ○ × × × 

オーディットログ参照

管理者 
○ × × × × ○ × 

オーディットログ更新

管理者 
○ ○ ○ × × ○ ○ 

ユーザ情報管理者 ○ ○ ○ × ○ × × 

管理者 

定義情報管理者 ○ ○ ○ × × × × 
操作オペレータ ○ ○ × × × × × オペレ

ータ 参照オペレータ ○ × × × × × × 
             ○：権限を付与する ×：権限を付与しない 
 
左部ツリーの［User］配下のグループを選択している状態で、[所属ユーザの編集]ボタンをクリックしま

す。 
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図 50に示す所属ユーザの編集画面が表示されます。 
 

 

図 50 所属ユーザの編集画面 
 
利用者役割のグループに含めるユーザにチェックを付けて、[OK]ボタンをクリックします。 
 
7)の操作を繰り返し、表 18に示す全ての利用者役割に応じたグループを作成し、該当するユーザを

所属させてください。 
 
※ ユーザを複数のグループに所属させることにより、役割を兼任させることができます。 
 
ユーザ管理画面で[OK]ボタンをクリックし、ユーザ管理画面を閉じます。 
 

8) 監視端末の終了 
メニューの「ファイル」→「アプリケーションの終了」を選択し、監視端末を終了します。 

 

 
図 51 アプリケーションの終了メニュー 

 
9) 各利用者へログイン情報の通知 

各利用者に、作成したユーザ名と初期パスワードを通知します。 
 

4.1.8. ライセンスの登録 

ライセンス情報管理者のアカウントで監視端末にログインして、ライセンスキーを登録します。 
本操作は、ライセンス情報管理者が実施します。 
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1) 監視端末の起動 
監視端末をインストールしたマシンのデスクトップに作成されたアイコン「WebSAM SystemManager 
Console」をダブルクリックします。 
 

2) ログイン 
図 52に示すログイン画面が表示されますので、ログイン名欄と、パスワード欄にユーザ情報管理者か

ら通知された情報を入力して、[OK]ボタンをクリックします。 
 

 

図 52 ログイン画面 
 

3) ライセンス情報管理者のパスワードの変更 
ログイン後、メインメニューの「設定」→「パスワードの変更」を選択します。 
 

 
図 53 パスワードの変更メニュー 

 
図 54に示すパスワード変更画面が表示されますので、新しいパスワードをパスワード欄とパスワードの

確認入力欄にそれぞれ入力して、[OK]ボタンをクリックします。 
 

 

図 54 パスワード変更画面 
 
各項目の詳細は表 19を参照してください。 
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表 19 パスワード変更画面 入力項目 
項目 説明 詳細 
パスワード ライセンス情報管理者が監

視端末起動時の認証に利

用するパスワード 

・ 64 文字以内 
・ 先頭および末尾に、全角および半角スペース

は利用不可能 
パスワードの

確認入力 
入力ミスを防止する為の再

入力 
同上 

 
4) 定義モードへ移行 

メニューの「設定」→「定義モード」を選択し、定義モードに移行します。 
 

 
図 55 定義モードメニュー 

 
5) ライセンス管理画面の起動 

メニューの「設定」→「ライセンス管理」を選択し、図 57に示すライセンス管理画面（製品型番）を表示

します。 
 

 
図 56 ライセンス管理メニュー 
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図 57 ライセンス管理画面（製品型番） 

 
6) ライセンスキーの登録 

[追加]ボタンをクリックして、図 58に示すライセンスキーの登録画面を表示します。 
 

 
図 58 ライセンスキーの登録画面 

 
コードワード申請用紙に記載されている、型番およびライセンスキーを入力し、[登録]ボタンをクリックし

ます。 
入力されたライセンスキーが正当な物である場合、図 59に示すように、コードワード申請コードが表示

されます。 
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図 59 ライセンスキーの登録画面（コードワード申請コード） 

 
コードワード申請用紙に、コードワード申請コードを書き写してください。 
 
[閉じる]ボタンをクリックし、ライセンスキーの登録画面を閉じます。 
 
5) 6)の操作を繰り返して全てのライセンスキーを登録し、コードワード申請コードを書き写してくださ

い。 
 

7) トライアル版ライセンスキーの削除 
製品のインストール直後は、3 ヶ月のみ有効なトライアル版ライセンスが登録されています。 
正式なライセンスキーを登録した事により、不要になったトライアルライセンスキーを削除します。 
図 60に示すライセンス管理（製品型番）画面にて、製品型番「SysMgr-Trial」を選択し、[削除]ボタンを

クリックします。 
 

 
図 60 ライセンス管理画面（製品型番） 

 
図 61に示す、ライセンス削除確認画面が表示されますので、[はい]ボタンをクリックします。 
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図 61 ライセンス削除確認画面 

 
8) ライセンス数の確認 

[ライセンス数]タブをクリックして、図 62に示すライセンス管理画面(ライセンス数)を表示します。 
 

 
図 62 ライセンス管理画面（ライセンス数） 

 
ライセンス数を確認し、全てのライセンスキーが登録されているか確認してください。 
[OK]ボタンをクリックしてライセンス管理画面を閉じます。 
 

9) 監視端末の終了 
メインメニューの「ファイル」→「アプリケーションの終了」を選択し、監視端末を終了します。 

 

 
図 63 アプリケーションの終了メニュー 

 
10) コードワードの申請 

コードワード申請コードを記入した、コードワード申請用紙に必要事項を全て記入して、日本電気株式
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会社 コードワード発行センタに FAX で送付してください。 
詳細は、コードワード申請用紙を参照してください。 
 
後日、対応するコードワードを、日本電気株式会社 コードワード発行センタより返送します。 
 

11) コードワードの登録 
入手したコードワードを登録します。 
 
監視端末をインストールしたマシンのデスクトップに作成されたアイコン「WebSAM SystemManager 
Console」をダブルクリックし、監視端末を起動し、ログインします。 
 

 

図 64 ログイン画面 
 
メニューの「設定」→「定義モード」を選択し、定義モードに移行します。 
 

 
図 65 定義モードメニュー 

 
メニューの「設定」→「ライセンス管理」を選択し、図 67に示すライセンス管理画面を表示します。 
 

 
図 66 ライセンス管理メニュー 
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図 67 ライセンス管理画面 

 
ライセンスを選択した状態で[登録]ボタンをクリックし、図 68に示すコードワードの登録画面を表示しま

す。 
 

 
図 68 コードワードの登録画面 

 
コードワード欄に入手したコードワードを入力し、[登録]ボタンをクリックします。 
 
11)の手順を繰り返して、全てのライセンスキーに、コードワードを登録してください。 
 

12) ライセンス登録の確認 
全てのライセンスキーのコードワード欄が、図 69のように「登録済み」と表示されることを確認してくださ

い。 
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図 69 ライセンス管理画面（コードワード登録済み） 

 
[OK]ボタンをクリックしてライセンス管理画面を閉じます。 
メニューの「ファイル」→「アプリケーションの終了」を選択し、監視端末を終了します。 

 

 
図 70 アプリケーションの終了メニュー 

 
 
以上で、TOE のセキュアな準備は完了です。 
 

4.2. トラブル対応 

インストールに失敗した場合、Windows 版の場合は、環境変数%TMP%または%TEMP%ディレクトリの

空き容量を、UNIX 版の場合は/tmp ディレクトリの空き容量を確認してください。これらのディレクトリに

200MB の空き容量が無い場合は、他のファイルを削除するなどし、200MB 以上の空き容量を確保し

てから、再度インストールを実施してください。 
 
上記以外のトラブルが発生した場合は、日本電気株式会社にお問合せください。 
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4.3. 注意事項 

TOE インストール時の注意事項を以下に記述します。 
・ 4.1 TOE 導入手順を守らずインストールを実行した場合には TOE のセキュリティは損なわれてしま

いますので、再度 4.1 TOE 導入手順に従ってインストールを行って下さい。 


